
お
も
な
内
容

〒992-0012　米沢市金池五丁目9番5号
☎0238（23）0015

U R L：http://www.yonezawa-heiya.or.jp
E-mail：yonehei@sanae.or.jp

地　区　の　概　要
地区面積／8,917ha 組合員／6,019名

◆理事長あいさつ
◆平成29年度通常総代会開催／平成30年度事業計画
◆平成30年度予算／定款･規約等の一部変更改正
◆舟山やすえ参議院議員現地視察／シリーズ「維持管理組合紹介」
◆平成30年度用水計画／休日勤務体制／
　新規採用職員紹介／退職者
◆「米沢平野地区かんがい用水」の水利使用（水利権）
　変更協議中のお知らせ
◆シリーズ「農家の声」
◆表彰／雪灯篭制作
◆平成30年度事務局機構
◆伝言板
◆シリーズ「管内スポット」／編集後記
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米沢市六郷町「八幡清水」の桜



　

平
成
三
十
年
度
の
初
め
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

本
土
地
改
良
区
は
、
国
営
米
沢
平
野
農
業
水
利
事
業
、
並
び
に
県
営
、
団
体
営
の
各
種
事
業
を
実
施
し
、
土

地
改
良
施
設
の
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
関
係
機
関
の
ご
指
導
と
組
合
員
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、

お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
、
昨
年
度
も
順
調
に
事
業
推
進
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
今
日
の
農
業
・
農
村
は
、
地
域
に
お
け
る
人
口
の
減
少
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
な
ど
、
農
家
に
と
っ

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
、
農
用
地
集
積
の
促
進
、
防
災
対
策
の
強
化
等
、「
土
地
改
良
法
」
の
一
部
改
正
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
国
会
に
お
い
て
、
農
林
水
産
省
に
よ
り
「
土
地
改
良
区
の
在
り
方
」
を
検
討
し
た
上
で
、「
法
」

本
来
の
趣
旨
に
沿
り
、
営
農
を
行
っ
て
い
る
方
々
を
「
事
業
推
進
・
運
営
」
の
主
体
と
し
て
い
く
た
め
、「
制

度
の
見
直
し
案
」
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
に
は
、
昨
年
度
よ
り
本
土
地
改
良
区
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
、
複
式
簿
記
会
計
の
土
地
改
良
区
原

則
導
入
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
土
地
改
良
区
の
運
営
基
盤
強
化
に
向
け
て
、
十
分
理

理

事

長
　
　

佐

　

貝

　

全

　

健

ご
　
挨
　
拶
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解
を
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

施
設
の
維
持
管
理
と
し
ま
し
て
は
、
各
種
事
業
に
よ
り
必
要
な
改
修
を
行
い
、
ま
た
、
小
水
力
発
電
及
び
集

中
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
維
持
管
理
費
の
負
担
軽
減
並
び
に
用
水
の
安
定
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
の
、
平
成
三
十
年
度
農
業
農
村
整
備
事
業
関
係
予
算
概
算
額
が
、
前
年
度
補
正
と
併
せ
て
五
千
八
百
億
円

が
計
上
さ
れ
る
中
、
本
土
地
改
良
区
の
新
規
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業
に
よ
る

「
米
沢
一
地
区
」
の
水
路
整
備
並
び
に
「
両
堰
地
区
」
の
頭
首
工
整
備
、
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
に
よ
る
「
大

谷
地
地
区
」
の
排
水
路
整
備
を
、
ま
た
、
調
査
事
業
と
し
ま
し
て
、
ほ
場
整
備
の
「
浅
川
地
区
」、「
莅
・
高
山

地
区
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

継
続
の
県
営
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ほ
場
整
備
の
「
高
山
地
区
」、「
塩
井
地
区
」、
施
設
整
備
の
「
黒
井

堰
地
区
」、
施
設
保
全
を
行
う
「
屋
代
郷
・
淞
郷
堰
一
地
区
」、「
屋
代
郷
一
地
区
」
並
び
に
た
め
池
整
備
の
「
蛭

沢
地
区
」、「
四
ツ
釜
地
区
」、「
間
坂
地
区
」
に
つ
い
て
鋭
意
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

用
水
を
供
給
す
る
、
農
業
水
利
施
設
は
、
農
業
生
産
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
国
を

は
じ
め
関
係
機
関
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
計
画
的
な
更
新
・
整
備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
用
水
の
安
定
確
保
と
供
給
の
た
め
、
水
源
と
な
る
水
窪
ダ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
施
設
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
、
県
営
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
、
管
理
体
制
整
備
促
進
事
業
な
ど
に
よ
り
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、

事
務
の
合
理
化
に
努
め
、
経
常
的
経
費
の
節
減
と
効
率
化
を
図
り
、
賦
課
金
の
収
納
率
向
上
と
未
収
対
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
健
全
な
運
営
に
よ
る
事
業
推
進
の
た
め
、
役
職
員
一
丸
と
な
り
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
の
ご
指
導
と
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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⑴
水
窪
ダ
ム
等
共
同
施
設
の
維
持
管
理

　

山
形
県
企
業
局
と
の
共
同
施
設

と
な
っ
て
い
る
水
窪
ダ
ム
等
は
、

平
成
八
年
八
月
一
日
に
創
設
さ
れ

た
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
に
よ

り
、
東
北
農
政
局
と
山
形
県
と
の

間
に
締
結
さ
れ
た
土
地
改
良
財
産

管
理
委
託
協
定
書
に
基
づ
き
、
山

形
県
が
維
持
管
理
を
行
い
、
県
か

ら
の
委
託
契
約
に
基
づ
き
県
の
指

導
の
も
と
操
作
点
検
業
務
を
行
っ

て
い
く
。

　

な
お
、
東
北
農
政
局
、
山
形
県
、

山
形
県
企
業
局
、
米
沢
平
野
土
地

改
良
区
の
関
係
者
に
よ
る
共
同
施

設
管
理
委
員
会
に
お
い
て
、
水
窪

ダ
ム
災
害
対
策
現
地
本
部
設
置
基

準
を
設
け
災
害
等
の
緊
急
時
に
お

け
る
円
滑
な
対
応
を
行
う
。

⑵
県
営
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業

　

事
業
費　

五
二
、
四
二
〇
千
円

⑶
国
営
造
成
施
設
管
理
体
制
整
備

促
進
事
業（
管
理
体
制
整
備
型
）

　

事
業
費　

六
五
、
八
八
〇
千
円

⑷
維
持
管
理
適
正
化
事
業

　

事
業
費

　

支
線　
　

三
〇
、
一
〇
〇
千
円

①
幹
線
施
設　

な
し

②
支
線
施
設　

四
施
設

・
中
島
揚
水
機
場
（
四
ヶ
村
堰

地
区
）

・
本
堰
第
二
揚
水
機
場
（
川
西

東
部
地
区
）

・
洲
島
用
水
路
（
川
西
東
部
地

区
）

・
四
ヶ
村
第
二
号
排
水
路（
四
ヶ

村
堰
地
区
）

⑸
維
持
管
理
組
合
と
の
連
携
強
化

を
図
り
、
か
ん
が
い
期
の
用
水

確
保
と
計
画
的
か
つ
効
率
的
配

水
に
万
全
を
期
す
。

⑹
干
魃
時
に
は
在
来
施
設
の
利
活

用
に
よ
る
用
水
確
保
を
図
る
。

質問する伊藤藤夫総代 議長を務める五十嵐克己総代

　３月15日グランドホクヨウにおいて、平成29
年度通常総代会が開催されました。
　総代（現総数65名）62名の出席を得、佐貝理事
長挨拶、来賓祝辞の後、議長に第６選挙区の五十
嵐克己総代が選任され、慎重審議の結果、全議案
原案どおり可決されました。

平
成
三
十
年
度 

事
業
計
画
の
概
要

平成29年度

通常総代会開催
全議案原案通り可決

一
　
水
利
調
整
と
施
設
の

維
持
管
理
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⑴
各
活
動
組
織
へ
指
導
助
言
を

行
っ
て
い
く
。

⑵
耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て
、
二

市
二
町
の
地
域
協
議
会
の
構
成

員
と
し
て
参
画
し
、
解
消
に
努

力
す
る
。

⑴
広
報
の
発
行
、
配
布
並
び
に
愛

称
「
水
土
里
ネ
ッ
ト
米
沢
平

野
」
の
普
及
を
行
う
。

⑵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発

信
を
継
続
し
て
い
く
。

⑶
住
民
参
加
型
活
動
（
施
設
め
ぐ

り
な
ど
）
を
実
施
し
て
い
く
。

⑷
土
地
改
良
区
及
び
土
地
改
良
施

設
の
果
た
し
て
き
た
役
割
の
紹

介
を
行
っ
て
い
く
。

⑴
人
・
農
地
プ
ラ
ン

　

農
業
が
厳
し
い
状
況
に
直
面

し
て
い
る
中
、
持
続
可
能
な
力

強
い
農
業
を
実
現
す
る
た
め

に
、
基
本
と
な
る
人
と
農
地
の

問
題
を
一
体
的
に
解
決
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
土
地
改

良
区
と
し
て
も
市
町
が
開
催
す

る
、
農
業
関
係
機
関
や
農
業
者

・
蛭
沢
地
区
（
南
陽
市
、
高
畠
町
）

　
　

事
業
費　

一
一
〇
、
〇
〇
〇
千
円

◦
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
（
た

め
池
整
備
事
業
）

・
四
ツ
釜
地
区
（
川
西
町
）

　
　

事
業
費　

八
〇
、
〇
〇
〇
千
円

◦
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
（
た

め
池
整
備
事
業
）

・
間
坂
地
区
（
米
沢
市
、
川
西
町
）

　
　

事
業
費　

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
千
円

新
　
規

◦
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

（
水
利
施
設
整
備
事
業
基
幹
水

利
施
設
保
全
型
）

・
米
沢
一
地
区
（
米
沢
市
、
高
畠
町
）

　
　

事
業
費　

二
〇
、
〇
〇
〇
千
円

◦
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

（
水
利
施
設
整
備
事
業
基
幹
水

利
施
設
保
全
型
）

・
両
堰
地
区
（
川
西
町
）

　
　

事
業
費　

一
七
、
〇
〇
〇
千
円

◦
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
（
用

排
水
施
設
等
整
備
事
業
）

・
大
谷
地
地
区
（
南
陽
市
、
高
畠

町
）

　
　

事
業
費　

二
一
、
〇
〇
〇
千
円

⑵
団
体
営
事
業

継
　
続

◦
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業

・
米
沢
平
野
六
地
区

　
　

事
業
費　

二
五
、
〇
〇
〇
千
円

◦
農
業
水
利
施
設
保
全
合
理
化
事
業

（
水
利
用
調
整
事
業
）

⑴
県
営
事
業

継
　
続

◦
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

（
面
的
集
積
型
）

・
高
山
地
区
（
川
西
町
）

　
　

事
業
費　

一
五
〇
、
〇
〇
〇
千
円

◦
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

（
農
地
整
備
事
業
経
営
体
育
成

型
）

・
塩
井
地
区
（
米
沢
市
）

　
　

事
業
費　

二
〇
〇
、
〇
〇
〇
千
円

◦
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

（
水
利
施
設
整
備
事
業
基
幹
水

利
施
設
整
備
型
）

・
黒
井
堰
地
区
（
南
陽
市
、
高
畠
町
）

　
　

事
業
費　

八
〇
、
〇
〇
〇
千
円

◦
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

（
水
利
施
設
整
備
事
業
基
幹
水

利
施
設
保
全
型
）

・
屋
代
郷
・
淞
郷
堰
一
地
区
（
南
陽
市
）

　
　

事
業
費　

八
二
、
〇
〇
〇
千
円

◦
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

（
水
利
施
設
整
備
事
業
基
幹
水

利
施
設
保
全
型
）

・
屋
代
郷
一
地
区
（
高
畠
町
）

　
　

事
業
費　

五
五
、
〇
〇
〇
千
円

◦
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
（
た

め
池
整
備
事
業
）

・
米
沢
平
野
地
区

　
　

事
業
費　

二
、
〇
〇
〇
千
円

⑶
計
画
調
査
事
業

継
　
続

◦
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

（
農
地
整
備
事
業
経
営
体
育
成

型
）（
計
画
設
計
）

①
農
業
農
村
整
備
事
業
実
施
計
画

策
定
事
業
（
県
営
）

・
亀
岡
西
地
区　

　
　

調
査
費　

九
、
五
五
〇
千
円

②
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
支
援
交
付
金
（
団
体
営
）

・
亀
岡
西
地
区

　
　

調
査
費　

二
、
九
〇
〇
千
円

新
　
規

◦
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

（
農
地
整
備
事
業
経
営
体
育
成

型
）（
計
画
設
計
）

①
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
設
計

事
業
（
団
体
営
）

・
浅
川
地
区

　
　

調
査
費　

五
、
〇
〇
〇
千
円

②
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
（
団

体
営
）

・
浅
川
地
区

　
　

調
査
費　

二
、
八
〇
〇
千
円

◦
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

（
農
地
整
備
事
業
経
営
体
育
成

型
）（
計
画
設
計
）

①
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
（
団

体
営
）

・
莅
高
山
地
区

　
　

調
査
費　

一
三
、
三
〇
〇
千
円

　

本
土
地
改
良
区
の
財
政
運
営
に

つ
い
て
は
、
第
三
次
運
営
ビ
ジ
ョ

ン
（
財
政
計
画
：
平
成
二
十
八
年

度
か
ら
平
成
三
十
二
年
度
）
に
基

づ
き
予
算
を
編
成
し
、
施
設
の
老

朽
化
に
よ
り
施
設
管
理
費
及
び
補

修
費
に
係
る
経
費
が
微
増
の
傾
向

に
あ
る
中
で
、
事
務
の
合
理
化
を

進
め
る
と
と
も
に
、
経
常
的
経
費

の
節
減
を
図
っ
て
い
く
。

　

平
成
三
十
年
度
経
常
賦
課
金

は
、
運
営
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
て

前
年
度
と
同
額
の
十
ア
ー
ル
当
た

り
四
、
四
〇
〇
円
と
し
、
所
要
財

源
の
確
保
を
図
り
つ
つ
賦
課
金
の

完
納
を
目
標
に
収
納
率
向
上
と
未

収
対
策
に
努
力
し
て
い
く
。

の
代
表
で
構
成
す
る
「
地
域
農

業
再
生
協
議
会
」
が
提
案
す
る

原
案
の
妥
当
性
等
の
審
査
、
検

討
に
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
す

る
。

⑵
農
地
中
間
管
理
事
業

　

信
頼
で
き
る
農
地
の
中
間
的

受
け
皿
が
あ
る
こ
と
で
、
人
・

農
地
問
題
の
解
決
を
進
め
や
す

く
す
る
事
業
実
施
に
関
し
、
農

地
中
間
管
理
機
構
か
ら
必
要
な

協
力
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、

こ
れ
に
応
ず
る
よ
う
に
努
め

る
。

⑺
節
水
、
漏
水
防
止
並
び
に
水
難

事
故
防
止
の
啓
蒙
を
図
る
。

二
　
農
業
農
村
整
備
事
業

の
推
進

三
　
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
等

四
　
二
十
一
世
紀
土
地
改
良
区
創

造
運
動
の
継
続
と
趣
旨
普
及

五
　「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」及
び

「
農
地
中
間
管
理
事
業
」

六
　
財
政
・
運
営
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その他
201,610千円
19.8%

小水力発電事業会計繰入金
60,670千円 5.9%

受託料
65,580千円
6.4%

借入金 28,910千円
2.8%

維持管理適正化事業交付金
27,090千円 2.7%

補助金等
84,180千円
8.2%

他目的使用料
7,400千円 0.7%
転用決済金等 3,030千円 0.3%

負担金等
86,470千円 8.5%

借入金返済
55,520千円
5.4%

その他
134,580千円
13.2%

企画調査費
3,250千円 0.3%

事務所費
15,370千円 1.5%

運営事務費等 
281,290千円
27.6%

災害復旧費
3,000千円 0.3%

事業費
63,820千円
6.3%

受託業務費
12,340千円 1.2% 維持管理適正化事業費等

38,920千円 3.8%

維持管理費
94,050千円
9.2%

共同施設管理費
2,620千円 0.3%

県営基幹水利施設
管理事業費

66,690千円
6.5%

国営造成
施設管理費

65,880千円
6.4%

基幹施設等管理費 
97,050千円
9.5%

負担金 56,680千円 5.6%

事業特別賦課金
28,500千円 2.8%

特別賦課金
25,080千円 2.5%

協力費 1,010千円 0.1%

経常賦課金
369,579千円
36.2%

地区維持
管理賦課金
 61,531千円
　　6.0%

支　出 収　入

賦課金
 484,690千

円

 土地改良事
業
費
 444,370千円

土地改良事
業
費
 545,410千円

299,910千円

一
般

管
理費

一般会計　1,020,850千円

一般会計予算内訳書
（単位：千円）

会　計　区　分 収　　入 支　　出

一 般 （ 旧 一 般 会 計 ） 761,150 650,470 

水 窪 ダ ム 等 共 同 施 設 維 持 管 理 費 32,140 83,970 

県 営 基 幹 水 利 施 設 管 理 事 業 （ 米 沢 平 野 １ ） 45,720 51,000 

県 営 基 幹 水 利 施 設 管 理 事 業 （ 米 沢 平 野 ２ ） 6,370 8,180 

県 営 基 幹 水 利 施 設 管 理 事 業 （ 米 沢 平 野 ３ ） 17,270 21,540 

国 営 造 成 施 設 管 理 体 制 整 備 促 進 事 業（ 管 理 体 制 整 備 型 ） 24,890 67,900 

県 営 経 営 体 育 成 事 業 高 山 地 区 41,070 39,000 

県 営 水 利 施 設 整 備 事 業 山 上 地 区 11,700 11,700 

県 営 農 業 競 争 力 強 化 基 盤 整 備 事 業 塩 井 地 区 25,570 24,830 

農 業 基 盤 整 備 促 進 事 業 18,170 26,110 

県 営 農 業 競 争 力 強 化 基 盤 整 備 事 業 亀 岡 西 地 区 11,200 10,910 

県 営 農 業 競 争 力 強 化 基 盤 整 備 事 業 浅 川 地 区 8,900 8,780 

県 営 農 業 競 争 力 強 化 基 盤 整 備 事 業 莅 高 山 地 区 16,700 16,460 

計（13区分） 1,020,850 1,020,850 

平成30年度　予　　算
広報　米 沢 平 野 第 68 号

6

平成 30 年 ４ 月 12 日



竹森発電
23,720千円 15.3%

その他
59,880千円 38.7%

一般管理費
320千円
0.2%

発電事業費
33,810千円
21.9%

一般会計操出金
60,670千円 39.2%

その他
8,740千円
5.7%

負担金等
150千円　0.1%

水窪ダム発電 122,070千円 78.9%

支　出 収　入
特別会計　小水力発電事業　154,680千円

第
四
条
第
一
項（
事
業
）

・
償
還
が
完
了
し
た
事
業（
糠
野
目
地
区
）

の
削
除

第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
同
条
第
五
項
、

同
条
同
項
に
係
る
別
冊
調
書（
一
）（
経
費

分
担
の
基
準
）

・
莅
高
山
地
区
編
入
及
び
台
帳
整
備
に
よ

る
区
域
の
追
加

第
二
十
六
条
第
一
項
及
び
第
三
項（
分
担
金
）

・
償
還
が
完
了
し
た
事
業（
諏
訪
江
地
区
）

の
削
除
及
び
新
規
事
業
施
行（
間
坂
地

区
他
四
地
区
）に
よ
る
追
加

第
二
十
八
条
の
三
第
一
項（
特
別
徴
収
金
）

・
事
業
完
了
後
八
年
経
過
し
た
事
業（
小

其
塚
地
区
）の
削
除
及
び
新
規
事
業
施

行（
間
坂
地
区
他
四
地
区
）に
よ
る
追
加

第
五
十
五
条（
基
本
財
産
の
種
類
）

・
行
政
庁
の
指
導
等
に
よ
り
建
物
及
び
附

属
施
設
の
追
加

第
十
条（
監
査
簿
及
び
監
査
報
告
）

・
会
計
細
則
改
正
に
よ
る

◆
会
計
細
則

第
二
十
七
条（
小
口
現
金
）、
第
二
十
九
条

（
振
替
命
令
）、
第
三
十
四
条（
現
金
預
金

出
納
帳
の
記
載
方
法
）、
第
三
十
六
条（
仕

訳
帳
の
記
載
方
法
）、
第
三
十
八
条（
補
助

簿
）、
第
五
十
二
条（
固
定
資
産
の
範
囲
）、

第
五
十
九
条（
備
品
の
処
分
）、
第
六
十
条

（
実
地
棚
卸
し
）

・
行
政
庁
の
指
導
及
び
実
態
に
即
し
た
条

項
に
改
正（
仕
訳
帳
記
載
事
項
よ
り「
総

勘
定
元
帳
」の
削
除
、
会
計
補
助
簿
よ

り「
備
品
台
帳
」の
削
除
、「
実
地
棚
卸

し
」の
削
除
等
）

◆
維
持
管
理
組
合
積
立
基
金
の
管
理
運

用
規
程

第
二
条（
積
立
金
の
額
）、
第
六
条（
積
立

金
の
処
分
）

・
維
持
管
理
組
合
予
算
外
積
立
及
び
取
崩

手
順
の
改
正（
様
式
：「
積
立
申
請
書
」

新
規
追
加
、「
取
崩
申
請
書
」変
更
）

◆
地
区
除
外
等
処
理
規
程

第
七
条（
会
計
）

・
複
式
簿
記
会
計
移
行
に
よ
り
決
済
金
処
理

会
計
の
改
正（
特
別
会
計
→
一
般
会
計
）

◆
農
地
の
一
時
転
用（
砂
利
採
取
）に
伴

う
事
務
取
扱
要
領

第
四
条（
同
意
の
条
件
）、
第
五
条（
事
業

の
着
手
及
び
保
証
金
）

・
複
式
簿
記
会
計
移
行
に
よ
り
保
証
金
取

扱
の
改
正（
積
立
金
→
預
り
金
）

地
区
編
入
の
お
知
ら
せ

◦
莅
高
山
地
区

（
八
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

　

莅
高
山
地
区
の
揚
水
機
掛
か
り
の

地
域
は
、
平
成
二
十
九
年
九
月
一
日

に
地
区
編
入
を
申
請
し
、
両
堰
維
持

管
理
組
合
と
の
覚
書
を
締
結
後
、
平

成
三
十
年
三
月
三
十
日
に
米
沢
平
野

土
地
改
良
区
に
地
区
編
入
と
な
り
ま

し
た
。

　

両
堰
維
持
管
理
組
合
莅
・
高
山
班

の
一
部
区
域
と
な
り
ま
す
。

平成30年度　予　　算

定
款
・
規
約
等
の
一
部
変
更
改
正 

定
款
の
変
更

規
約
の
一
部
改
正

監
査
細
則
の
一
部
改
正

諸
規
程
等
の
一
部
改
正
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　平成29年12月２日㈯参議院議員の舟山やすえ
先生が米沢平野土地改良区の現地視察でお見え
になりました。
　舟山先生には、中央管理所並びに水窪ダム発電所、水窪ダムを視察していただ
きました。佐貝理事長はじめ担当職員より、当土地改良区の概要並びに施設の役
割や仕組み、操作等について説明をさせていた
だきました。舟山先生は置賜の地域農業や小水
力発電について多くの質問をされる等大変熱心
に視察をされていかれました。
　当日は時折小雪が舞い散る寒い日でした。大
変お忙しいにもかかわらず、寒い中視察いただ
きありがとうございました。

　

塩
井
維
持
管
理
組
合
は
、

鬼
面
川
の
東
側
で
、
国
道
十

三
号
の
西
側
に
位
置
し
、
南

に
国
道
一
二
一
号
が
通
り
、

住
宅
地
及
び
商
業
施
設
に
隣

接
し
た
地
域
で
す
。

　

本
地
域
は
鬼
面
川
頭
首
工

よ
り
分
水
す
る
用
水
を
主
な

水
源
と
し
、
地
下
水
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
用
水
期
に
は
地
区
内
に
設
置

し
て
あ
る
九
基
の
揚
水
機
を
稼
働
し
て
対
応

し
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策
も
大
変
重
要

な
課
題
で
す
。
国
道
や
総
合
公
園
の
雨
水
排

水
が
地
区
内
に
集
中
し
て
流
入
す
る
た
め
に

下
流
域
で
は
度
々
浸
水
の
不
安
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
中
で
平

成
二
十
七
年
よ

り
施
工
し
て
い

る
ほ
場
整
備
事

業
は
、
平
成
三

十
年
に
は
面
工

事
が
完
了
予
定

で
、
懸
念
さ
れ

て
い
る
排
水
対 　

シ
リ
ー
ズ「
維
持
管
理
組
合
紹
介
」十

一
回
目
は
塩
井
維
持
管
理
組
合
を
紹
介

し
ま
す
。
土
地
改
良
区
で
は
、
十
六
の

維
持
管
理
組
合
が
、
支
線
部
分
ま
で
の

適
正
な
水
管
理
に
お
い
て
最
も
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

組合員数　184名
面　　積　281ha
役 員 数　 22名

策
に
も
貢
献

す
る
も
の
と

期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
に

は
、
四
組
織
に
分
か
れ
取
り
組
ん
で
お
り
、

農
道
の
敷
砂
利
や
素
掘
り
水
路
か
ら
コ
ン
ク

リ
ー
ト
水
路
へ
の
更
新
等
、
農
地
保
全
や
有

効
な
水
利
用
を
行
う
た
め
、
農
業
者
が
中
心

と
な
り
地
域
住
民
と
共
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
塩
井
地
区
は
、
朝
市（
第
六
十
二

号「
農
家
の
声
」）な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
水

稲
を
中
心
と
し
て
、
さ
く
ら
ん
ぼ（
第
六
十
二

号「
管
内
ス
ポ
ッ
ト
」）や
野
菜

生
産
が
盛
ん
な
地
域
で
も
あ
り

ま
す
。
近
年
で
は
、
若
手
農
業

者
が
ネ
ギ
や
キ
ャ
ベ
ツ
等
の
寒

中
野
菜（
第
六
十
一
号「
管
内
ス

ポ
ッ
ト
」）の
生
産
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
祖
先
か
ら
受

け
継
い
だ
農
地
を
大
切
に
利
用
し
、
生
産
性

の
向
上
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
維
持
管
理

組
合
と
し
て
も
地
域
農
業
発
展
の
た
め
に
地

域
住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
引
き
続
き
努
力

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
組
合
長　

小
関
敏
弘　

記
）

事務所会議室にて 水窪ダム発電所内にて

中央管理所操作室にて

水窪ダムにて

塩井地区ほ場整備事業の整備状況

江口益美
会計担当理事

長谷部福太郎
副理事長

佐貝全健
理事長

我妻武宣
庶務担当理事

舟山やすえ
参議院議員

参議院議員 舟山やすえ先生 現地視察

維持管理組合紹介 №11
塩
井
維
持
管
理
組
合

鬼面川頭首工

塩井用水路

塩井第二用水路

●米沢平野土地改良区

●米沢総合公園

徳町

広幡町

塩井町

中田町

六郷町 窪田用水路
小其
塚用
水路

東
北
中
央
自
動
車
道

舘
山
バ
イ
パ
ス

鬼
面
川
右
岸
幹
線
用
水
路
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か
ん
が
い
期
の
通
水
は
、
水
利
権

に
基
づ
き
計
画
的
に
適
期
・
適
正
な

水
利
調
整
を
行
い
ま
す
が
、
組
合
員

の
皆
様
の
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す

　

適
期
用
排
水
調
整
及
び
施
設
の
管
理

全
般
を
協
議
し
ま
す

　

第
一
回　

四
月
…
年
間
計
画
等

　

以
降
、
必
要
に
応
じ
て
開
催
し
ま
す

　

各
維
持
管
理
組
合
に
お
い
て
も
、
適

正
な
水
配
分
や
維
持
管
理
を
行
う
た
め

に
細
部
な
検
討
を
行
い
ま
す

・
堰
上
げ　

四
月
中
旬
よ
り

・
国
土
交
通
省
関
連

　
　

試
験
通
水
…
四
ヶ
村
堰
頭
首
工

（
四
月
下
旬
）

　
　

試
験
運
転
…
淞
郷
堰
揚
水
機
場

（
四
月
下
旬
）

・
代
か
き
用
水
の
開
始

・
普
通
期

　

右
記
協
議
中
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

次
頁
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
参

照
く
だ
さ
い

・
出
穂
期　

普
通
期
最
大
の
通
水
を
行

い
ま
す　
　
　

・
か
ん
が
い
用
水
の
終
了　

九
月
十
日

で
終
了
と
な
り
ま
す

・
保
守
点
検

　

水
利
施
設
全
般
に
わ
た
り
機
能
発

揮
に
努
め
ま
す

・
事
前
準
備

　

取
入
口
の
土
砂
の
除
去
や
ゲ
ー
ト
の

開
閉
操
作
等
の
点
検
を
行
い
ま
す

・
維
持
補
修

　

水
路
等
の
補
修
、
施
設
の
塗
装
等

を
行
い
ま
す

　

水
路
沿
い
の
草
刈
は
、
年
二
回
行

い
ま
す

　

ダ
ム
の
放
流
は
計
画
的
に
行
い
ま
す

が
、
異
常
気
象
に
よ
り
ダ
ム
の
貯
水
状

況
や
河
川
の
流
況
が
大
き
く
減
少
し
た

場
合
は
、
ダ
ム
の
放
流
調
整
を
行
い
ま

す
　

ま
た
、
仮
設
及
び
臨
時
揚
水
機
等
の

対
応
を
検
討
し
ま
す

・
チ
ラ
シ
等
の
配
布

　

放
流
調
整
等
は
チ
ラ
シ
等
で
組
合

員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

休日勤務体制
用水に関すること
◆中央管理所   TEL 0238－37－8011

24時間対応
日直者　午前８時30分～午後５時00分
宿直者　午後５時00分～翌日午前８時30分
※水窪ダム・鬼面川頭首工・淞郷堰揚水機場などの

主要施設は、中央管理所での集中管理となります
賦課金等に関すること
◆土地改良区事務所   TEL 0238－23－0015
　５/５～８/25の土曜日
　日直者　午前８時30分～午後５時00分
　※ 日・祝は休み

水難事故防止にご協力を!!
かんがい期間（５月～９月）は特に水路やため池の水
量が増え危険です。

水路では遊ばない遊ばせない

子どもたちが水路やため池で遊
ばないよう、地域の皆さんのお
声かけをお願いします。

現
在
協
議
中

平
成
二
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日
付

　
髙
　
橋
　
浩
　
幸
　
さ
ん

（
前
中
央
管
理
所
長
）

平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
付

　
安
　
部
　
仁
　
一
　
さ
ん

（
事
務
局
長
）

※
平
成
三
十
年
四
月
一
日
よ
り
嘱
託
職
員

と
し
て
再
雇
用
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
四
月
一
日
付

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！

　
今
後
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す 皆

みな

　川
がわ

　夏
か

　鈴
りん

高畠町

平 成 3 0 年 度 　 用 水 計 画

～米沢平野土地改良区ホームページ『用水状況』より“水窪ダムの用水状況”について紹介しております～

保
守
管
理

維
持
管
理
委
員
会
の
開
催

施
設
点
検
と
通
水
時
期

干
ば
つ
へ
の
対
応

そ
の
他

新
規
採
用
職
員
紹
介

退

職

者
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　当地区の代かき期間は、５月１日から５月15日までの15日間となっておりますが、

近年の営農状況を確認したところ、県営ほ場整備事業による農地の大区画化や農地中

間管理事業における担い手への集積が進んでいることにより、１農家当たりの代かき

作業が長くなってきています。また、代かき開始期についても県農業技術普及課の営

農指導により、現行水利権よりも遅くなる傾向にあることから、実態把握を行い水利

権の変更協議を行っています。

《変更の要点》

〈 期 別 〉 〈 変 更 前 〉 〈 変 更 後 〉

代 か き 期 ５月１日～５月15日
（15日間） ➡ ５月６日～５月25日

（20日間）

普通かんがい期 ５月16日～９月10日
（118日間） ➡ ５月26日～９月10日

（108日間）
　　　　（翌年） 　　　　　（翌年）

非かんがい期※ ９月11日～４月30日 ➡ ９月11日～５月５日
（※印：水路の維持用水として、水利権の許可されている施設があります）

《水利使用の期間》

協議成立の日から10ヶ年間

『米沢平野地区かんがい用水』の
水利使用（水利権）変更協議中

広報　米 沢 平 野 第 68 号
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▶国からの許可水利権施設◀
　【国管理】
　　水窪ダム、大小屋頭首工、羽黒川頭首工、鬼面川頭首工、淞郷堰頭首工　　
　　羽山頭首工、四ヶ村堰取水工、松川頭首工、黒井堰取水工、幸潅渠頭首工
　　宮下堰頭首工

　【県管理】
　　桂堰頭首工、土会頭首工、誕生川頭首工

　【改良区管理】
　　北沖揚水機、露藤揚水機、夏刈揚水機、津久茂第1揚水機
　　津久茂第2揚水機、高山六百石揚水機　
　　　
▶県からの許可水利権施設◀
　【改良区管理】
　　笹野第１堰、俵堰、尾長島堰、上郷堰、下馬頭堰、大堰、笹渕堰、大橋揚水機
　　外43施設

▶市町からの許可水利権施設◀
　【改良区管理】
　　糠山堰、笊田揚水機、六百石揚水機、下須川揚水機、山口沢堰

〈水利権〉
　河川などから取水して使用する権利で河川管理者の許可を要します。河川法に基
づき河川管理者の許可により生ずる権利を「許可水利権」。河川法の施行以前の既存
農業用水などは、許可を受けたものとみなされ「慣行水利権」となっていましたが、
米沢平野地区管内の取水は、ほとんど許可水利権となっています。取水量は、季節
や時期によって必要量が異なり代かき期、普通かんがい期、非かんがい期と期別毎
に取水量が定められています。

～許可水利権～
　期別毎の最大取水量や年間総取水量等の許可内容及び取水の条件などは、水利使
用規則で定められ、農業用水は10年毎の更新がなされ必要水量等の確認が行われ
ます。取水量については、毎日計測し、決められた期限まで河川管理者へ報告する
ことになっています。

▼米沢平野管内の許可水利権施設▼

▼水利権と取水量について▼
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現
在
は
水
田
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
キ
ャ
ベ
ツ

八
十
ア
ー
ル
作
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
二
十
二
年
に
中
郡
地
区
、
昭
和
三
十
年

頃
に
全
地
域
で
耕
地
整
理
を
し
て
か
ら
だ
い
ぶ

経
っ
て
お
り
、
昔
の
田
の
整
備
は
人
力
で
し
た

の
で
、
一
枚
の
田
が
五
畝
、
三
畝
で
、
三
枚
で

一
反
く
ら
い
の
小
さ
い
田
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
後
、
今
の
認
定
農
家
に
な
っ
て
い

る
施
行
委
員
会
の
人
達
が
就
農
す
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
ト
ラ
ク
タ
ー
を
使
う
よ
う
に
な
り
、

田
も
大
き
く
し
て
一
枚
の
田
を
面
積
三
反
～
五

反
く
ら
い
に
し
て
米
づ
く
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
頃
、
地
域
の
先
輩
か
ら「
基
盤
整
備
事
業

に
取
り
組
ん
で
み
な
い
か
」と
声
を
か
け
て
い

た
だ
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

ほ
場
整
備
を
し
た
効
果
は
絶
大
で
す
。
整
備

前
は
田
植
え
時
期
に
な
っ
て
も
、
水
路
に
な
か

な
か
水
が
流
れ
て
来
な
く
て
大
変
困
っ
て
い
ま

　

施
行
委
員
は
反
対
者
が
出
て

も
、
事
業
を
百
パ
ー
セ
ン
ト
す

る
ん
だ
と
い
う
ぶ
れ
な
い
気
持

ち
を
持
ち
続
け
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。
逆
に
反
対
者
の
方
か
ら

「
入
れ
て
く
れ
」と
言
わ
れ
る
よ

う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
。
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
協
力
し

て
い
く
こ
と
が
地
域
に
幸
せ
を

も
た
ら
す
こ
と
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
「
集
積
を
す
れ
ば
事
業
費
は
ほ
ぼ
国
・
県
で

負
担
し
て
も
ら
え
る
事
業
で
あ
る
」と
の
説
明

を
受
け
た
が
、
そ
の
時
は
そ
ん
な
旨
い
話
が
あ

る
訳
な
い
と
信
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
半
分
信
じ
が
た
い
が
そ
の
話
に

乗
っ
て
み
る
こ
と
に
し
、
現
在
の
施
行
委
員
を

集
め
事
業
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。
受
益
者

一
人
二
～
三
万
円
の
事
務
経
費
負
担
で
事
業
が

で
き
る
と
い
う
話
は
簡
単
に
信
じ
て
も
ら
え
な

か
っ
た
し
、
や
は
り
説
明
し
て
い
る
自
分
も
ど

こ
か
信
じ
切
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

何
度
か
集
ま
る
う
ち
に
、
事
業
に
調
査
費
が

つ
き
、
そ
の
後
三
年
の
月
日
を
か
け
調
査
も
終

わ
り
、
図
面
が
で
き
る
な
ど
着
々
と
進
ん
で
い

き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
受
益
者
に
集
ま
っ
て

も
ら
い
説
明
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
が
、

受
益
者
と
の
集
ま
り
で
い
つ
も
話
題
に
な
る
の

は「
お
金
が
い
く
ら
か
か
る
も
の
な
の
か
」と
い

う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
時
は
未
だ
施
行
委
員
か

ら
一
人
い
く
ら
か
か
る
な
ど
明
言
が
で
き
な
い

状
況
だ
っ
た
の
で
、
受
益
者
か
ら「
い
く
ら
か

か
る
か
わ
か
ら
な
い
中
で
基
盤
整
備
事
業
に
取

り
組
め
な
い
」と
言
わ
れ
た
こ
と
が
本
当
に
一

番
苦
し
い
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
受
益
者
か
ら
同
意
を
得
る
時
に
条
件

が
良
す
ぎ
る
話
で
不
安
が
あ
っ
た
か
ら
か
反
対

■
那
須
新
一
さ
ん
の

　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

高
山
地
区
ほ
場
整
備
事

業
の
施
行
委
員
長
と
し

て
、
高
山
地
区
の
事
業
に

意
欲
的
に
取
り
組
ま
れ
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

者
が
い
て
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
事
業
に
加
わ
ら
な
い
反
対
者
も
後
々
代
替
わ

り
を
し
ま
す
。
以
前
の
ま
ま
で
農
作
業
を
す
る

と
な
る
と
、
か
な
り
の
苦
労
を
強
い
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
を
思
う
が
故
に
、
私
た
ち
施
行
委
員
は
何

度
も
足
を
運
び
説
得
を
し
続
け
ま
し
た
。
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て
何
と
か
時

期
的
に
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
百
パ
ー
セ
ン
ト

の
同
意
を
得
て
事
業
に
踏
み
切
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ほ
場
整
備
は
、
反
対
者
が
い
て
は
部

落
自
体
を
壊
し
兼
ね
な
い
も
の
で
、
百
パ
ー
セ

ン
ト
の
同
意
が
あ
る
か
ら
こ
そ
実
施
す
る
意
味

が
あ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

し
た
。
県
や
町
、
土
地
改
良
区
に
そ
の
状
況
を

見
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
県
を
は

じ
め
関
係
機
関
は
私
た
ち
受
益
者
の
要
望
を
聞

き
入
れ
て
く
れ
、
圧
送
式
ポ
ン
プ
を
使
い
排
水

を
再
利
用
で
き
る
よ
う
に
設
計
し
、
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
を
設
置
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ

で
、
以
前
の
よ
う
に
順
番
で
水
掛
け
す
る
必
要

が
な
く
な
り
、
バ
ル
ブ
を
開
け
れ
ば
大
き
な
田

に
十
分
水
が
掛
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
作

業
に
か
か
る
時
間
が
思
い
の
ほ
か
、
か
か
ら
な

く
な
り
捗
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
業
後
に
は
認
定
農
家
を
親
に
持
つ

三
人
の
若
者
達
が
専
業
で
就
農
し
、
親
子
で
米

づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
田
の
中
に
入
ら
な
く

て
も
作
業
は
で
き
、
除
草
剤
や
肥
料
は
水
口
に

置
い
て
お
け
ば
田
に
行
き
渡
り
、
そ
の
効
果
で

草
刈
面
積
も
少
な
く
管
理
も
楽
に
な
っ
た
こ
と

で
、
今
の
若
い
人
に
合
っ
た
米
づ
く
り
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
一
因
が
あ
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
皆
は
こ
の
事
業
を
し
て
こ
ん
な
に

良
く
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

整備前

高山地区ほ場整備事業の整備状況

整備後

高山揚水機場

農 家
の

声
現
在
の
経
営
規
模
に
つ
い
て

事
業
に
取
り
組
ん
だ
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い

事
業
に
取
り
組
ん
で
よ
か
っ
た
こ
と
は

こ
れ
か
ら
事
業
に
取
り
組
む
方
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す

事
業
へ
の
取
り
組
み
で
苦
労
し
た

こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

№15

　
シ
リ
ー
ズ「
農
家
の
声
」第
十
五
回
目
は
、
川
西
町
高
山
の
那
須
新
一
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

　
以
前
、
広
報
第
五
六
号
に
お
い
て
、
当
時
戸
別
所
得
補
償
実
施
円
滑
化
基
盤

整
備
事
業
と
し
て
高
山
地
区
の
事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
事
業
も
落
ち
着
い
て
き
た
時
期
に
な
り
、
事
業
を
し
て

み
て
の
感
想
を
含
め
そ
の
後
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。

－事業概要－
受益面積　113.0ha
受益者数　92名（所有者含130名）
工　　期　H23～H31
事 業 費　2,080,000千円

（H30時点）　
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二
月
二
十
一
日
㈬
長
井
市「
グ
ラ
ン

パ
リ
ス
」に
お
い
て
、
平
成
二
十
九
年

度
山
形
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

置
賜
支
部
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
当

土
地
改
良
区
か
ら
職
員
二
名
が
土
地
改

良
功
労
者
と
し
て
山
形
県
土
地
改
良
事

業
団
体
連
合
会
会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

三
月
二
十
六
日
㈪
東
京
都
千
代
田
区「
シ
ェ
ー
ン

バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー
」に
お
い
て
、
全
国
土
地
改
良
功

労
者
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
、
当
土
地
改
良
区
安
部
仁

一
事
務
局
長
が
永
年
に
亘
り
農
業
農
村
整
備
事
業
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
、
特
に
国
営
二
期
事
業
で

は
、
全
体
実
施
設
計
か
ら
事
業
完
了
ま
で
の
全
期
間

に
亘
り
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
事
業
推
進
に
精
力

的
に
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
、
近
年
で
は
複
式
簿
記
会

計
導
入
や
事
務
の
効
率
化
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
な
ど
が
認
め
ら
れ
、
二
階
俊
博
全
国
土

地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。　

　毎年２月に開催される米沢市の上杉
雪灯篭まつりには、農村振興技術連盟
に所属する米沢平野土地改良区職員が
雪灯篭制作で参加しています。
　１日目は型枠・雪詰め、２日目は本
制作（成形）と両日とも、日中でもかな
り寒いなかでの作業でしたが、黙々と、
そして時おり楽しく作業をしました。
★毎年２月の第２土曜と次の日曜日、
松が岬公園一帯を主会場に雪灯篭約
300基と雪ぼんぼりに火が点り、会場
一帯やわらかな灯りに包まれます。今
年は２月10日～12日の３日間の開催と
なったので、多くの方が足を運ばれ、
米沢の冬の風物詩を楽しまれたのでは
ないでしょうか。

了解っす

よっく踏まねど
わがんねぞ

お疲れさまでした。

総
務
課

　
仁
科
葉
子
企
画
係
長

安部仁一　事務局長

水
利
整
備
課
維
持
管
理
係

　
江
口
　
誠
主
任

土
地
連
支
部
表
彰

全
国
土
地
改
良
功
労
者
表
彰

表彰おめでとうございます

上杉雪灯篭まつり
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会
計
係
長

齋
藤
　
雅
子

技
師

佐
藤
　
真
人

主
任

我
妻
　
晃
子

主
事

安
部
　
　
栞

主
事
補

皆
川
　
夏
鈴

嘱
託

唐
澤
み
え
子

技
師

小
林
　
祐
太

主
任

木
村
　
知
史

維
持
管
理
係
長

金
子
　
良
幸

主
任

太
田
雄
一
朗

技
師

竹
田
　
弘
樹

主
任

江
口
　
　
誠

主
任

皆
川
　
浩
利

主
任

皆
川
　
雪
絵

技
師

髙
橋
　
泰
之

技
師

井
上
　
清
隆

技
師

目
崎
　
秀
太

主
事
補

板
垣
芙
由
香

庶
務
係
長

生
田
　
　
裕

賦
課
徴
収
主
査

武
田
　
健
一

総
務
主
査

白
石
　
徳
広

事
業
係
長

井
上
　
　
剛

課
長
補
佐

佐
藤
　
秀
和

企
画
係
長

仁
科
　
葉
子

総
務
課
付

大
庭
　
洋
子

会
計
主
査

佐
藤
　
博
美

管
理
専
門
員

完
戸
　
淳
一

課
長

髙
橋
　
正
則

課
長

小
林
　
　
実

課
長
補
佐

小
形
　
佳
子

課
長

小
林
　
一
人

〈
総
務
課
〉

〈
財
務
課
〉

〈
水
利
整
備
課
〉

事
務
局
長

安
部
　
仁
一

主
事

皆
川
　
貴
行

平
成

3
0

年
度

　
事

務
局

機
構

　
　

４
月
１
日
付
け
人
事
異
動
に
よ
り
本
年
度
は
下
記
に
よ
り
業
務
を
行
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
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◎平成30年度の賦課期日及び納入期限
期　別 賦課期日 納入期限 賦課基準日
第１期 平成30年７月10日 平成30年７月31日 平成30年４月１日現在の土地原簿

記載面積により賦課します第２期 平成30年10月31日

◎お知らせ（注意）【賦課金を口座振替されている組合員の方へ】

◎平成30年度から口座振替日が変更になります。
期　別 口座振替日
第１期 平成30年７月25日
第２期 平成30年10月25日

◇組合員資格に移動がある場合
公共機関(市町、農業委員会、法務局等)及び農協等の手続きだけでは、土地改良区の組合員名簿及び
土地台帳等は変更されません。移動がありましたら、速やかに届出してください。
◎農地の移動（売買、賃貸借、交換等）
◎生前一括贈与または死亡等による名義変更
◎農業者年金受給等による経営移譲
◎住所、氏名、法人名義等の変更

◇農地を転用する場合（公共用地に買収された時も届出が必要）
◎公共用地（道路、水路）への買収による転用
◎田の宅地等への転用（一部畑賦課地域も同様）

◇土地改良施設を利用する場合
◎雨水排水や合併浄化槽処理水の放流
◎土地改良施設用地を出入り口等他目的に使用

資格変更･農地転用･施設使用等の届出は組合員の方の義務です!

◎賦課金納入のために、土地改良区及び農協窓口へ行く手間が省けます。
◎一度手続きしますと、納入忘れが防げます。（納入期限の前に残高確認をお願いします）

賦課金の納入は便利な口座振替をご利用ください

　土地改良区の賦課金は、施設の維持管理費や事業の償還金となる重要な運営費です。これを未納されますと運営に支
障をきたし、組合員間に不公平等が生じることとなります。
　滞納した賦課金は法に基づき差押を実施し、更に納入のない方は公売になる場合もありますので、納入期限内の納入
にご協力くださるようお願いします。

賦課金は納入期限内にお願いします

　農地の移動（売買等）において、その土地に滞納賦課金がある場合、土地改良法の規定により、取得した新資格者に
承継され、滞納賦課金を支払わなければなりませんのでご注意ください。	

滞納賦課金は新資格者が負担

　平成27年度の国営二期事業完了により、事業完了後８年（H28～H35）未経過の事業受益地については、「農業振興
地域の整備に関する法律（農振法）」により、各市町の農業振興地域整備計画で定められている「農用地区域」からの
除外（農振除外）は、特別なケースを除き、原則として認められません。
　※特別なケースについては各市町にお問い合わせください
　※各種ほ場整備事業等についても同様です

国営二期事業受益地の農振除外について

言伝 板
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編
集
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
に
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

今
年
は
雪
が
多
く
春
作
業
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
三
月
に
入
っ
て
か
ら
は

天
気
に
恵
ま
れ
た
た
め
雪
解
け
も
早
く
、

米
沢
平
野
管
内
も
春
作
業
が
始
ま
り
、

安
堵
し
て
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
今
号
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
、
次
号
に
向
け
て
の
情
報
等
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

（
編
集
委
員
　
長
谷
部
福
太
郎
）

　

会
員
は
現
在
二
十
三
名
。
六
郷
町

に
住
む
人
で
、
職
種
は
い
ろ
い
ろ
で

す
。
会
そ
の
も
の
の
予
算
は
少
な
い

の
で
、
皆
で
知
恵
や
個
の
持
つ
技
術

を
も
っ
て
協
力
し
な
が
ら
、
山
形
県

や
米
沢
市
の
事
業
に
取
り
組
み
、
い

た
だ
い
た
補
助
金
を
活
用
し
て
い
ま

す
。

　

毎
年
四
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
事

業
計
画
を
立
て
意
欲
的
に
各
種
研
修

会
へ
参
加
す
る
な
ど
、
年
を
重
ね
る

ご
と
に
会
の
事
業
も
充
実
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。　

　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
に
地
権
者

で
あ
る
米
沢
平
野
土
地
改
良
区
並
び

に
管
理
者
の
堀
金
大
字
会
に
ご
理
解

と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
八
幡
清
水

周
辺
の
樹
齢
約
九
十
年
に
な
る
桜
の

　

桜
が
満
開
の
時
期
に
は
花
見
を
す

る
な
ど
、
正
に
憩
い
の
場
に
な
っ
て

い
ま
す
。
特
に
四
年
前
か
ら
実
施
し

て
い
る
夜
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
清

水
の
水
面
に
映
え
る
柳
の
新
緑
と
桜

　

平
成
二
十
八
年
度
は
、
や
ま
が
た

緑
環
境
税
を
活
用
し
た
「
森
づ
く
り

活
動
」
に
取
組
み
、
六
郷
小
学
校
の

児
童
と
一
緒
に
土
木
課
外
学
習
で
木

製
棚
製
作
を
し
ま
し
た
。
活
動
を
通

し
て
地
域
の
子
供
た
ち
と
触
れ
合
い

な
が
ら
、
自
然
の
大
切
さ
と
も
の
づ

く
り
の
楽
し
さ
を
教
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

「
六
郷
町
緑
の
会
」
の
発
足
か
ら

八
年
を
迎
え
ま
す
。
今
後
も
関
連
機

関
の
ご
支
援
を
得
な
が
ら
人
と
の
融

和
と
地
域
づ
く
り
の
一
端
を
担
え
る

会
で
あ
る
よ
う
、
会
員
一
丸
と
な
り

目
的
達
成
の
た
め
に
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

是
非
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
方
々

に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

ど
こ
の
地
域
に
も
地
元
愛
が
強
い
方
は
お
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
米
沢
市
六
郷
町
に
は
、
平
成
二
十
二
年
七
月
、
有
志
十
四
名
に
よ
り

「
六
郷
町
緑
の
会
」
が
発
足
さ
れ
ま
し
た
。
我
が
ふ
る
里
「
六
郷
町
」
を
愛

す
る
方
々
が
、
環
境
と
景
観
を
保
持
し
な
が
ら
、
人
々
と
の
融
和
を
図
り
豊

か
な
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
こ
う
と
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
会
長
の

五
十
嵐
豊
雄
さ
ん
よ
り
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
「
米
沢
平
野
」
第
六
七
号
の

十
四
ペ
ー
ジ
米
沢
平
野
管
内
ス
ポ
ッ

ト
の
農
事
組
合
法
人
佐
沢
そ
ば
組
合

の
記
事
中
で
、
囲
み
内
（
事
業
規
模
）

の
転
作
委
託
面
積
三
・
三
ha
、
合
計

六
〇
・
三
ha
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

正
し
く
は
転
作
委
託
面
積
三
三
・
〇

ha
、
合
計
六
〇
・
〇
ha
の
誤
り
で
し

た
。

　

関
係
各
位
を
は
じ
め
皆
様
に
は
お

詫
び
を
申
し
あ
げ
、
訂
正
い
た
し
ま

す
。

老
木
七
本
の
管
理
と
清
水
周
辺
敷
地

を
憩
い
の
公
園
と
す
る
活
用
構
築
に

向
け
て
雑
木
林
の
撤
去
並
び
に
敷
地

の
整
備
等
の
活
動
に
取
り
掛
か
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
米
沢
市
農
林
課
事
業
の
ご

支
援
に
よ
り
桜
の
苗
木
八
本
を
植
樹

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
清
水
周
辺
に

安
全
柵
を
設
置
し
、
清
水
へ
の
転
落

防
止
の
安
全
対
策
に
も
万
全
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
山
形
県

森
づ
く
り
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事

業
で
桜
や
も
み
じ
の
苗
木
を
い
た
だ

き
植
樹
し
て
お
り
ま
す
。

の
ピ
ン
ク
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
素
晴

ら
し
く
地
区
内
外
か
ら
の
大
勢
の
見

物
客
へ
感
銘
を
与
え
る
ほ
ど
で
、
東

京
の
あ
る
カ
メ
ラ
マ
ン
か
ら
は
「
日

本
で
も
有
数
な
桜
の
ス
ポ
ッ
ト
で
あ

り
後
世
に
継
承
す
べ
き
」
と
の
、
温

か
い
好
評
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

花見の時期には夜店がでて、こん
にゃく、だんご、あまざけなどが売
られるそうです。
皆さん夜桜見にいかれてはどうで
しょうか。

八幡清水周辺の整備

桜の苗木植樹作業

子供たちも
一生懸命

編
集
後
記

米沢平野管内スポット

「
六
郷
町
緑
の
会
」

「
八
幡
清
水
」で
の
活
動
に
つ
い
て

地
元
の
方
に
と
っ
て
の「
八
幡
清
水
」と
は

そ
の
他
の
事
業
へ
の
取
組
み

最
後
に

六 郷 町 緑 の 会
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